
川崎重工グループは、日本経済団体連合会の1%

（ワンパーセント）クラブに設立当初の1990年から加入

しています。

同クラブの趣旨は、経常利益の1%相当額以上を自主

的に社会貢献に支出することに努めるというものです

が、当社の実績は、例年この目標を上回っています。

各種寄付金のほか、自主プログラムとして、企業

ミュージアム「カワサキワールド」の運営と主に子供を対

象とした各種のイベント開催、地域社会の振興への協

力、企業の森づくり活動などを行っています。

　当社は、2006年5月に企業ミュージアム「カワサキ

ワールド」をオープンしました。「技術の素晴らしさ」「も

のづくりの大切さ」を一人でも多くの方に体感していた

だくため、そして地域の皆様とのコミュニケーションを深

めるために設立した施設です。当社が歩んできた110

年以上の歴史や、時代の変化を的確に捉え、最先端の

技術で社会の発展に貢献してきた陸・海・空にわたる代

表的な製品を紹介しています。

　この「カワサキワールド」では、地域社会とのコミュニ

ケーション活動の一環として、また「次世代育成」の一

環としてもさまざまなイベントも開催しています。
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神戸市立小学校
校外学習の場として提供
　校外学習の場として数多

くの小学生がカワサキワー

ルドを訪れて、当社の製品技

術やものづくりに対する興味を持っていただきました。

2009年度社会貢献支出状況

川崎重工グループは次世代育成にも
貢献しています

社会貢献支出について カワサキワールドによる
次世代育成について

    
   

カワサキＢＫ117
ヘリコプタ体験飛行
　2010年7月に開催。カワ

サキワールドにご入場いた

だいた方を対象に抽選で2

日間合計約650名様に神戸上空5分間の旅を楽しんでいた

だきました。合わせて、紙トンボの工作教室も開催しました。

親子で作ろう！夏休み工作教室
　2009年8月に開催しました。

カワサキワールドのホームペー

ジから応募いただいた親子30

組が参加し、プロペラ飛行機の

組み立てに挑戦しました。
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社会貢献
支出状況
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日間合計約650名様に神戸上空5分

だきました 合わせて 紙トンボの工作教

第7回鉄道模型走行会

　恒例の鉄道模型走行会
を2010年3月に開催しま

した。2日間で3,800名

以上のお客様にご来場

いただきました。会場で

は親子で ペーパークラフト工作も実施されました。

Ｊ１サッカークラブ「ヴィッセル神戸」
ソーシャルシート

　プラント・環境カンパニーは、中国安徽省蕪湖市
において、安徽海羅川崎工程有限公司（ACK）と安
徽海羅川崎節能設備製造有限公司（CKM）の両合
弁事業の運営を行っております。合弁のパートナー
である「中国安徽海螺創業投資有限公司」との合意
により、2008年度以降、合弁企業を通じ毎年100
万人民元を奨学金として蕪湖市に寄付しています。
蕪湖市では、優秀な学生の奨学のためにこれを用
い、同市の一層の人財育成の促進を図っています。

　スポーツを通じて青少
年の健全な育成と地域の
発展に貢献したいとの思
いから、Ｊ１サッカークラブ 
「ヴィッセル神戸」を、
1995年発足時より公式ス
ポンサーとして応援しています。
　さらに、震災遺児や各施設の子供たちをヴィッセル神戸の
ホームゲームに招待するソーシャルシートを提供し、社会福
祉貢献やスポーツ振興にも寄与しています。

『サイエンスフェア in 兵庫』 出展
「広げよう、交流の輪。見つけよう、将来の自分」
　兵庫県のスーパーサイエンスハイスクール６校の主催によ
り、「第2回サイエンスフェアin兵庫」が行われました。高校生
たちが理科分野の研究発表をする場に、当社も協力出展して
製品や技術の紹介を行いました。「理科の宝箱」のような資
源を活かして、この
ような場でも次世
代の育成に貢献し
ていきます。

中国での人財育成奨学
　カワサキプレシジョンマシナリ（現：精密機械カンパニー）の３名が人命
救助の功績により2010年7月に神戸市「花時計賞※」を受賞しました。
　同年4月に神戸市西区の工場敷地内にて取引先会社の男性が突然倒
れ、心肺停止状態になったところを社員が発見しました。直ちに119番
通報するとともに、連携して的確
かつ有効な心肺蘇生法と備え付
けのAEDによる除細動を実施し
たことにより一命を取り留めるこ
とができました。

AEDによる人命救助

※花時計賞…神戸市長が市民の行った日常生活におけ
る善行その他表彰に値する行為を表彰し、善意を社
会に広め、もって、しあわせなくらしをつくる一助とす
ることを目的とする市民表彰。 左から安達晴夫、迫久美子、角田芳浩

©ヴィッセル神戸
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地域社会と共生・連携し、未来の夢のテクノロジーを担う次世代の育成を支援します
世界の国々の文化を尊重し、技術や人財の育成を通じて豊かさの実現に寄与します

地域社会・日本社会
国際社会

ありたい
姿

社会と未来につながる貢献の輪を広げます



阪神・淡路大震災から15年。国内外で、自然災害の被

害は後を絶ちません。義援金による経済的支援はもち

ろん、緊急時に自社製品や資源が役に立つ場合は、 「企業の森づくり」

当社は、地球環境への貢献をグループミッションに

掲げる企業として、地域社会との共生や生物多様性保

全への寄与を目的として2008年12月から兵庫県が

推進する「企業の森づくり」事業に参加しています。兵

庫県多可町の「川崎重工 西谷なごみの森」と名付け

た約14haの森林で植林、下草刈り、間伐など、里山林

の植生を再生して生態系の保護を進める活動を行って

います。

CO2吸収量認証書の授与

2009年度に行った森林の間伐、除伐などの整備活

動により、15.61トン／年の二酸化炭素（ＣＯ2）を吸収し

たことを認証するCO2吸収量認証書が多可町から授与

されました。

航空宇宙
自社製の社有ヘリコプタ２機を兵庫県と

神戸市に無償で派遣し、物資輸送等に

貢献しました。また自治体の消防・防災ヘ

リコプタなど、震災対応のために運航さ

れる当社製ヘリコプタにも、整備や点検

サービスを行いました。

プラント・環境
木材がれきの処理要請にいち早く応える

ため、簡易炉2基およびキルン式ごみ焼

却設備4基を設置し、膨大な量に上る倒

壊家屋などのがれき処理に貢献しました。

阪神・淡路大震災で

モーターサイクルなど
アメリカのハリケーン「カトリーナ」（2005

年8月）では物資などの運搬用に多用途

四輪車“MULE”12台を、インドネシアの

ジャワ島中部地震（2006年5月）では

モーターサイクル20台を寄贈しました。

ほかに、イラン南東部地震（2003年12

従業員と家族での森づくり活動

2010年4月の第3回の森づくり活動は、従業員と家

族が参加して植樹、間伐、枝打ち作業に汗を流しまし

た。間伐や枝打ちでは、日が差し込まず昼間でも薄暗

かったスギ林が作業を進めると見違えるように明るい森

になり、森林の保全・再生に貢献したことが体感できる

活動になりました。

活動終了後は、参加者が地元自治会や森林組合の方

と一緒に歓談の場を持ち、なごみの森を後にしました。

従業員による森づくり活動は、今後も継続して実施して

いきます。

新入社員の「森づくり活動研修」も実施

明石工場の新入社員研修では、植樹と枝打ち作業を体

験して環境保全への意識を高める活動を行いました。
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自社製品による貢献 施設の利用

その他

・神戸本社および兵庫県内各工場
各事業所が管轄する寮や保養所

の浴場を開放し、地域の方 （々約

三ヶ月で約2万2,000名）にもご

利用いただきました。また一部

の工場で、非常用発電設備によ

り電力を供給し、地下水の配給

も行いました。

・工場で備蓄している寝具や暖房

器具、他社からご提供いただい

た飲料水、非常食などの救援物

資を地域の災害対策本部や避

難所に分配しました。

・坂出工場（香川県）は、震災の翌

日から神戸工場に水や食料など

の救援物資を、また支援要員も

派遣し、周辺地域の救援に役立

てていただきました。

月）ではポータブル発電機80台を寄贈し

ました。

建設機械
新潟県中越地震、スマトラ沖地震および

インド洋津波被害ではそれぞれ建設機械

（ホイールローダ）1台を寄贈し、がれきの

撤去などに役立てていただきました。

その他の災害で

それらを臨機応変に供出するのも企業の社会的責任

であると考えています。これまでさまざまな形で提供し

た自社製品や施設の事例の一部をご紹介します。

モーターサイクル
兵庫県にモーターサイクル10台を貸

与、ライダー20名余を派遣して、連絡や

物資配給の支援を行いました。また、兵

庫県警にもモーターサイクル35台を貸

与しました。

建設機械
神戸市に建設

機械（ホイール

ローダ）3台を

提供し、操作員を派遣しました。

破砕機
神戸市にコンクリートガラ破砕機（ジョー

クラッシャー）と粗大廃棄物破砕機（ガリ

バー）を提供し、操作員を派遣しました。

さい だに

自社資源による災害等支援 兵庫県多可町「川崎重工 西谷なごみの森」での
“森づくり活動”

さい  だに

対人地雷除去車の活躍
　川崎重工は、外務省の草の根無償事業とし
て、対人地雷除去車「ＭＩＮＥBULL」を、アフガ
ニスタンNGOのMCPA（Mine Clearance 
Planning Agency） に販売しました。
　「MINEBULL」は2007年8月からオペ
レーションを開始しましたが、その後2009年

12月には国連機関MACCA（Mine Action 
Coordination Centre of Afghanistan）
の認証を取得し、2010年6月までに、計53
万m2を超える地雷原を無害化処理しました。
　これからも人道的地雷除去活動をサポー
トし、国際貢献に尽力していきます。

多用途四輪車”MULE”

CO2吸収量認証書授与式 第3回森づくり活動

MINEBULL

ポータブル発電機
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